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４．回転杭について 
 （１）構造、原理 

鋼管の先端部には、杭を回転貫入するために加工された羽根が取り付けられている。 
  （図－３） 

貫入方法は、杭材の上部に取り付けた回転用金具を杭打ち機にはめ込み、鋼管を回転さ

せながら、土中に貫入していく。杭本体に回転を与えることによって生じる先端羽根の推

進力で所定の深度まで貫入させる工法である。今回、杭は空頭制限により５～７本継ぎで

施工した。継手部の接合は、一般的な鋼管杭同様アーク溶接とし、接合する下杭に裏当て

リングを取り付け、上杭を設置したのち全周溶接を行った。 
（２）環境面の特徴と現場適応メリット 

   本工法は、先端羽根を回転させながら貫入していくため、無排土での施工が可能となる。

このため、捨て土が発生せずダンプトラックの搬入出が不要なため、本現場のように作業

ヤードが狭隘な場所に適した工法と言える。 
また、低振動・低騒音工法であるため、施工時間の制約をうけず、検査業務を実施しながらの

作業も可能となった。更に、セメント系材料を一切使用しないため、産業廃棄物が出ないというメリットもある。 
 （３）性能上の特徴と設計メリット 

性能上の特徴として、先端部が鋼管径の１.５～２倍となっているため、大きな鉛直支持力を得ることができる。また、先端

羽根がアンカーの役割を果たすために、大きな引抜き抵抗力も期待できる。 
本現場では粘土層が深さ２０ｍ付近まで続いており、設計上周面摩擦による支持力がほぼ期待できず、殆どを先端支持力に

期待せざるを得ない。よって先端支持力の大きい回転杭は、本現場の地質に適した工法であると言える。 
 （４）根入れ長の確認方法 

鋼管杭の施工管理において、重要な項目のひとつである根入れ長の確認 
方法について述べる。回転杭は、支持層に１.０Ｄ（杭径）以上根入れさせ 
る必要がある。本工法は無排土であるため目視による支持層確認を実施で 
きない。そのため、回転貫入時のトルク値の変化により、所定の根入れが 
確保できているかを確認した。一例を図－４に示す。 
ボーリングデータではＧＬ－２１ｍ付近でＮ値が５０以上となっている  
ため、貫入深さ２１ｍの支持層に達した後、本現場で使用した鋼管径 
400mm以上を貫入する。そのトルク値と深度を示した施工管理記録シー 
トをみると、２１ｍに到達後トルク値の波形が大きく変化しており、ボー 
リングデータと一致しており、所定の根入れ長が得られたことが確認で  
きる。 

このように施工中は、杭打ち機に搭載されている貫入トルク管理モニターを確認しながら施工するため、リアルタイムで支

持層への貫入確認が可能である。 
 

５．まとめ 
（１）本現場における回転杭の施工結果 

 今回、検査ピットの支持杭として回転杭を使用し、地盤変状を一度も起こすこ

となく、また、車両検査業務に支障をきたすことなく安全に工程どおり施工する

ことができた。なお、本現場における施工の進捗は、６本継ぎ杭で、１日（８時

間）あたり1～1.5本であった（図－５）。 
本工法は、狭隘箇所、空頭制限のある箇所、騒音・振動の出せない場所におい

ては、施工性、安全性の面で、非常に効果を発揮する工法であることを証明した。 
（２）回転杭の展望 

本工法は比較的新しい工法であるが、近年、鉄道構造物の基礎にも使用されてきており、鉄道構造物等設計標準（基礎構造

物）にも取り入れられる予定である。また、逆回転で撤去が容易なことから、本設の構造物はもとより、仮設物においても適

用可能であると考えられる。 
今回のような建物内での工事、あるいは、高架下や市街地付近での工事など制約条件が多数ある工事において非常に有効な

工法であることから、今後、より一層適用範囲が広がっていくと期待される。 
本稿が杭の選定にあたり一助となれば幸いである。 
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図－４ 根入れ長の確認方法

図－５ 回転杭施工状況 

図－３ 杭構造 
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